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今和 7年度 岡山県立倉敷天城高等学校 普通科 十年 シラバス

投業形態

ア ドバイス

など

投業形Rユは,各 クラスでの一斉投業です。迫宜,グループ学習やヘアワークを取り入れていきます。定

期的に課題を提出してもらいます。年に 5回定期考査を実施する予定です。

教科名 科日名 (校内名称) 単位教 | 教 材

地歴 地理総合 2

。「高等学校 地理総合…世界を学び、地域をつくる」(第一

学習社)

。「新詳高等地図」(帝国書院)

・コネクト地理総合 (第一学習社)

・地理総合ノと卜(第一学習社)

学習の

ねらい

地理学習において主体的・対話的で深い学びを実現するために,社会的諧事象の地理的な見方・考え
方に根ざした迫究の視点とそれを活かして解決すべき課題を設定し,その課題を追究したり解決したり
する活動を通して,広ぃ視野に立ち,グローバル化が進み国際理解の必要性おぐ増している現代において
主体的に生きる平和で民主的な国家及び社会の有為な形成者に逃要な公民としての重要な資質 ,能力を

増う。

評価の観点 知識・技能 患考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

1地理に関わゃ事象?意味や意
協、特色や相互の関連を、位置や

分布、場所、人間と自然環境との

伸互依存関係、空間的相互依存作

掬、地域などに若日して、概念な

|どを活用して多面的・多角的に有
1案したり、地理的な課題の解決に

拘けて構想したりする力や、考察、

俸想したことを効果的に説明した
|り 、それらをもとに議論したりす

|る 力を基う。

どを理解するとともに,地図や地
情報システムなどを用いて,調

から地理に関する様々

を通切かつ効果的にしらべ

とめる技能を身に付けている。

見られる課題を主体的に追究、

しようとする態度を拳うとと

に、多面的・多角的な考察や深

Ⅲ理解を通して涵基される日本国

としての白覚、我が国の回上に

る愛情t世界の諸地域の多様
生活文化を尊重しようとするこ

との大切さについての自覚などを

めるc

世界の生活文化の多様性や,防
,地域や地球的課題への取組な

1 地理に関わる諸事象について、

|よ りよい社会の実現を視野にそこ

育てたい生徒像

(資質・能力)
との関連

主体的に生きる平和で民主的

な国家及び社会の有為な形成者

に盤要な公民としての重要な資

社会的諸事象の地理的な見方

考え方に根ざして追究する力.

広い視野に立ち,世界の諸地域

の課題を追究したり解決したり

する活動に主体的に取り組む力。

・能力。

主な

評価方法

定期考査

視塞

ペアウーク

定期考査

レポート

発表

ノートやレポートの記述

投業中の発宮

生徒の自己評価と相互評価



学習の到違日様

知税・技能 患考・判断・表現 主体的に学習に取り組む学習内容学期

能として,地図の結尺や方

位に注意しながら,地図

上の情報を読み解く有用

性を理解する。

・インターネットを使ってさ

まざまなWeb地図にアク
セスし;輻 常的に使われて

いるGNSSや GISなど,
新しい増図表現の役割を

で,日 本あ標準時に,け |ることができる。

る諸外国の時間と生濫の i

ようすを想像することがで i

・地球上の位置をあらわ

すために緯皮・経皮が窪
められたことと,地軸の傾

きによる季節変化と時差

の存在を理解し,科書掲

載の時差の計算のワィク

に積極的に取り組むこと

活を想像し,地図の有用

性に気づくことおせできる。

・新聞広告や図書館の資

料;インタTネット検索など

を用いて,身の回りの地図

の活用事例について調ベ

地 学習の基本的な技
・地図を持たない人Tの生

きる。

第 1編 地図や地理情報システ

ムでとらえる現代世界

I幸 地図や地理情報システム

と現代社会

l節 球面上の世界と地図

①目的地への行き方②地球上
の位置③世界の時差④世界地

図の見方・使い方⑤地図から

読み取る情報⑥デジタル化さ

れた地図⑦地理情報シネテム

の活用
・回家とは何かを理解し,

交通・通信の発達によつ

て,生活,社会,産業,国

家間の関係力ぐどのように

変化したかを理解する。
。日本の領城と周辺口と

の領上問題にはrのよう

なものが存在するか,理

解する。

・単に交通・情報 ,通信手

段の発注に日を向けるだ

けでなく,それらがどのよ

うに地域を結びつけ,変化

させているかを地図から

考えることがで告る。

人・「もの」・資本の国際間

移動の複雑化や,国 家的

結びつきの変化に気づくこ

とができる。

グローパル化の中で ,
2師 国家の結びうきと

バル化する社会

①国家の領域と回境②日本?
領域とさまゞ まな領上問題③

国家をこえた結びつき④交通

機関の発違と縮小する世界⑤

情報・通信で二体化する世界

⑥拡大する世界の貿易と物れ
⑦グローパル化と人の移動に

グロー

びつと

のような特徴があり,どの

ような生活が営まれてい

るのかを学習する。

・人々の生活様式の差異

を通して,地理的環境が

及ばす影響について理解

する。

的に大きく異なることを,

気候の面から判断するこ

とができる。
|その地域の自然環境と,

歴史や文化といつた社会

環境の影響を色濃く受け

た世界の特色ある生活文

化を,さまざまな攻食住の

事例を通して学.St。

ウトから,世罪の生活・文

化を示した写真を探し,写

真の中にある地理的環境

を読み取り,世界|ま地理的

環境の影響を受けた特徴

ある景観で成り立っている

ことを学ぶことがてきる。

・世界の 然環境は地域・世界の気候帯ごとに, ど
・図■館の本やインタ=2編 国際理解と国

I学 生活文化の多様性と国際

理解0世界の生活・文化を写
真でつかもう②人 の々生活に

彩りを与える気候③「衣」から

見る世界④『食」から見る世界

⑤『住』から見る世界⑥暮らし

を豊かにする産業⑦宗教と

人 の々暮らし⑥暮らしを楽しむ

ための文化③多様性に由んだ

際協カ

世界の人々との共

(SDGs)の 考え方を学
び,地理で学習する地球

的課題が教科をこえた探

究的な課題につながるこ

とを理解する。

・人口問題,食料問題j居

住・都市問題 ,資源・エネ

ルギr問題,地球環境間
題といつた具体的な事例

を通して理解する。

まざまな主体による国際

協力の重要性を学び,消

費者としての取組を通し

て,自らの行動を見直すこ

とができる。

,各地球的課題について,

地域性を踏まえて把握す

るとともにその問題の所在

や解決の方向性を図書館

やインターネットなどで調

べ,話し合うことができる。

・SDGsの建成に け,さ・持続可能な開発 日標

①持続可能な開発日標

(SDGs)②地球的課題の地理

的な側面◎食四問題④入口間

題⑤食料問題⑥持続可能な水
の利用⑦健康・福祉問題◎軟

有・ジエンダー問題③技術率新
と持続可能な産業化⑩眼りあ

る資源①エネルギ■問題⑫都

市・居住問題⑬地球温暖化間

題①陸地の環境間亀⑮海洋の

2 地球的 回路協カ

定大陸で分類し,多 くの

自然災害は変動帯で起き

ていることを理解すると
。地域調査について,積極

的な調査を実施できるよ

う,地域調査の発晏性を

理解し,地域調査の基本

を身につける。   '

島で,人々の生活に大き

な影響を与える火山災

害・ホ害・地巌について,

自然現象やこれまで受け

てきた災害の歴史を理解

するとともに,先人の知患

が詰まった,災害に備え,

災害とともに暮らす生活

について関趙をもって考

察する。

は,ハザエドマップや緊急

地農速報の有用性を認識

するとともに,災害に強ぃ

地形や環境について理解

し,災害に見舞われた際に

なるべく枚害を減らせる

(滅災)できるよう,地城防

災力を高めるために個々

人ができることを積極的に

話し合うことができる。

自然 害に備えるために
`自
然災害の多い日本列,世界を大 く変動帯と安

私たち①地球規模で見る地形

の姿と自然災害②人 の々暮ら

しを取りよく自然環境◎変動帯
の自然と防災④湿潤地域の自

然と防災⑤私たちができる災

害への特え⑦地域調査の方法

な地域づくりと3 持続可

備考



今和 7年度 岡山県立倉敷天城高等学校 理数科 十年 シラバス

授業形態

ア ドバイス

など

授業形態は,各 クラスでのT斉投業です。通宜,グループ学習やペアワークを取り入れていきます。定
期的に課題を提出してもらいます。年に5口定期考査を実施する予定です。

教科名 科日名 (校内名称) 単位数 教 材

地歴 地理総合 I

・「高等学校 地理総合―世界を学び、地域をつくる」(第一

学習社)

・r新詳高等地図」(帝国書院)

・コネクト地理総合 (第一学習社)

・地理総合ノエト(第一学習社)

学習の

ねらい

地理学習において主体的・対話的で深い学びを実現するために,社会的諸事象の地理的な見方・考え
方に根ざした追究の視点とそれを活かして解決すべき課題を設定し,その課題を追究したり解決したり
する活動を通して,広い視野に立ち,グローバル化が進み回際理解の姓要性が増している現代において
主体的に生きる平和で民主的な国家及び社会の有為な形成者に必要な公民としての重要な資質・能力を

増う。

評価の観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

1地理に関わる事象の意味や意 1地理に関ゎる諸事象について、
地域や地球的課題への取組な 1義、特色や相互の関連を、位置や |よ りよい社会の実現を視野にそこ

どを理解するとともに,地図や地 1分布、場所、人間と自然環境との |で見られる課題を主体的に追究、
情報システムなどを用いて,調 拒互依存関係、空間的相互依存作 解ムしようとする態度を基うとと
諸資料から地理に関する様々掬、地域などに若日して、概念な |も に、多面的・多角的な考察や深
情報を迫切かつ効果的にしらべ |どを活用して多面的・多角的に考 卜ヽ理解を通して涵装される日本国
まとめる技能を身に付けている。 1案 したり、地理的な課題の解決に 1民 としての自覚、我が国の国上に

1向けて構想したりする力や、考察、1対する愛情、世界め諸地域の多様

鮮想したことを効果的にユ比明した Iな生活文化を尊重しようとするこ

り、それらをもとに議論したりす Iと の大切さについての自党などを

世界の生活文化の多様性や,防

力を基う。 深める。

育てたい生徒像

(資質・能力)

との関連

主体的に生きる平和で民主的

な国家及び社会の有為な形成者

に養要な公民としての重要な資

質・能力。

社会的諸事象の地理的な見方・

考え方に根ざして追究する力。

広い視野に立ち,世界の諸地域

の課題を追究したり解決したり

する活動に主体的に取り組む力。

主な

評価方法

定期考査

観察

ペアワーク

定期考査

レポート

発表

ノートやレポートの記述

投業中の発首

生徒の自己評価と相互評価



学習の到連目標

思考・ 主体的に学習に取り組む態度知識 断・表現学期 学習内容

能として,地画の縮尺や方

位に注意しながら,地図

上の情報を読み解く有用

性を理解する。

・インタ‐ネットを使ってさ

まざまな Wttb地図にアク

セズしi ttr的に使われて
いるGNSSや GISなど,
新しい地図表現の役割を

すために緯度。経度が定

められたことと,地軸の傾

きによる季節変化と時差

の存在を理解し,科書掲

載の時差の計算のワーク

に積極的に取り組むこと

で,日 本の標準時におけ

。地口を持たない人々の生

活を想像し,地国の有用

性に気うくことができる。

・新聞広告や図書館の資

料,インターネット検索など

を用いて,身の回りの地図

の活用事例について調ベ

ることおこできる。

地理学習の 的な技 の位 をあらわ

理解す き

る諸外国の時間と生活の |

ようすを想像することがで |

ムでとらえる現代世界

I牽 地図や地理情報システム

と現代社会

I節 球面上の世界と地口

①目的地への行き方②地球上

の位置③世界の時差④営界地

図あ見方・使い芳⑤地薗から

読み取る情報③デジタル化さ

れた地図⑦地理情報システム

ステ第 i編 地図

の活

交通・通信の発達によつ

て,生活,社会,産業,回

家間の関係がどのように

変化したかを理解する。
・日本の領域と周辺国と

の領土問題にはどのよう

なものが存在するか,理

解する。

段の発達に目を向けるだ

けでなく,それらがどのよ
うに地域を結びつけ,変化

させているかを地図から

考えることができる。

人・「もあ」・資本の国際間

移動の複雑化や,国家的

結びつきの変化に気づくこ

とができる。

・単に交通・ ・通信手・国家とは か し,
ロエパル化の中で |

国家の結びつきとグロー

パル化する社会

①国家の領域と国境②日本の

領域とさまざまな領上口題③

国家をこえた結びつき④交通

機関の発注と縮小する世界③
情報1通信で一体化する世界
③拡大する世界の貿易と物流

⑦グローパル化と人の移動に

2

きよ
,世界の自然環境は地域

的に大吉く異なることを,

気候の面から判断するこ

とお|できる。
・その地域の自然環境と,

歴史や文化といつた社会

環境の影響を色浪く受け

た世界の特色ある生活文

化を,さまざまなな食住の

事伊lを通して学ぶ。

ットから,世界の牛活・文

化を示した写真を探し,写

真の中にある地理的環境

を読み取り,世界は地理的

環境の影響を受けた特徴

ある景観で成り立っている

ことを学ぶことおドできる。

のような特釈がありぅrの
ような生活が営まれてい

るのかを学習する。

・人々の生活様式の差異

を通して,地理的環境が

及ぼす影響につぃて碧解
する。  i

。世界の 帯ごと|こ ,ど の本やインター

i幸 生活文化の多様性と国際

理解①世界の生活。文化を写

真でつかもう②人 の々生活に

彩りを与える気候③『衣」から

見る世界④『食」から見る世界

⑤ rf主Jから見る世界⑥■らし
を豊かにする産業⑦宗教と
人々 の暮らし③■らしを楽しむ
ための文化◎多様性に吉んだ

カ第2編

人々との共生

備考



今和 7年度 岡山県立倉敷天城高等学校 普通科 1年 シラバス

教科名 科目名 (校内名称) 単位数 教 材

地理歴史科 歴史総合 (歴史総合) 2 教科書 :高等学校 歴史総合[第一学習社]

学習の

ねらい

(1)近現代の歴史の変化に関わる諸事象について,世界とその中の日本を広く相互的なユ見野から捉れ,現代的

な諸課題の形成に関わる近現代の歴史を理解するとともに,諸資料から歴史に関する様 な々情報を通切かつ

効果的に調べまとめる技能を身に付けるようにする。

(2)近現代の歴史の変化に関わる事象の意味や意義,特色なrを ,時期や年代,推移,比較,相この関連や現

在とのうながりなどに若目して,概念などを活用して多面的・多角的に考察したり,歴史に見られる課題を把

握し解決を視野に入れて構想したりする力や,考察,構想したことを効果的に説明したり,それらを基に議論じ

たりする力を拳う。

(3)近現代の歴史の変化に関わる諸事象についてiよりよい社会の実現を視野に課題を主体的に追究,解決し

ようとする題度を養うとともに,多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵拳される日本回民としての自覚,

我が回の歴史に対する愛情,他国や他国の文化を尊重することの大切さについての自党などを深めると

投業形態

ア ドバイス

など

クラス単位での一斉投業になります。

1時間の投業でぅ教科書2へrジ分くらいを進みます。予習としては,踏ず教科書を読んでおいてくだ
さい1投業は教科書を自分で読んでいるという前提で進めていきます。歴史総合という科日は,世界史
的な部分と日本史的な部分とで構成されていいます。世界史的な部分は,中学校ではあまり学習してい
ないので,し っかりと予習して投業に臨んでください。

評価の観点 知識 !技能 思考 ,判断・表現    1 主体的に学習に取り組む魃度

評
価
の
基
本
的
な
考
え
方

え、現代的な諸課題の形成に関わ

|て

1多

る近現代の歴史を理解する。 概念などを活用して多面的,に (多面的,多角的な考察や深い

知識 :近現代の歴史の変化に関わ

る諸事象について、世界とその中

の日本を広く相互的な視野から捉

にする。

I現代の歴史の変化に関わる事象
め意味や意義、特色などを、時期

|や年代、推移、とヒ破、相この関連や

塊在とのつながりなどに若日し

駈現代の歴史の変化に関わる諸事

1象について、よりよい社会の実現

|々 視野に課題を■体的に追究、解

1決
しようとする態度を碁うととも

伎能 :諸資料から歴史に関する 角的に考察したり、歴史に見ら を通して涵基される日本国民解解

Iと し

|す る

梓想したことを効暴的に説明した 臣することの大切さについての自

Iり 、それらを基に議論したりする I覚などを深める。

力を基う。

隊々な情報を通切かつ効果的に調 |れる課題を抱握し解決を視野に入 ての自党、我が回の歴史に対
べまとめる技能を身に付けるよう|れて構想したりする力やt考察、 愛情、他回や他国の文化を尊

育てたい生徒棟

(資質・能力)
との関連

平和で民主的な国家及び社会の

有為な形成者に盛要な公民とし

ての重要な資質 ,能カ

近現代の歴史の諸事象を主体的・

多角的に理解しようとし,多様な

文化を尊重する力。

社会的な諸事象を歴史的な見方 :

考え方に基づいて追究する力。

主な

評価方法

定期考査

課題

視黎   ―

ペアワーク

ノニトやレポートの記述

投業中の発宮

課題の取組状況

生徒の自己評価と相互評価

考査期

題

定

課

レポート

発表



知識・技能 忌考・判断・表現 主体的に学習に取り組む越度学習内容学期

に見られる諸事象と歴史

との関連 ,及び追物,文

書,図像などの資料に基
づいて歴史が叙述されて

いることを理解する。

域に見られる諸事象と歴

史との関連性と,資料から

読み取ちた情報の意味や

意義,特色などを考察し,

表現する。

私たちの生活や な地私たちの 近な地域など 譜 活用し,課

追及したり解決したりする

活動に主体的に取り組む。

第1部歴史の轟

①歴史と私たち

②歴史の特質と資料

治各加,教育,移民などに

関する資料から情報を統

み取つたりまとめたりする

技能を身に付ける.

・産業革命と技術革新,日

本の開国・立憲体制,申

国主義政策などt理解す
る。

国と欧米諸国の関係に岩

日tて ,主題を設定し,考

泰し,表現する。

・欧米諸国の産業■命・

近代国家の形成。帝回主

義政策などに岩日して,

主題を設定し,考案し,栽

現する。

を活用し, を8～ 9の発 ぅ回民の政

追究したり解決したりする

活動に主体的に取り組む。
第1幸 近代化と私たち

①18世紀のアカ の業栄

②産業革命と市瞬革命 ′
③イギリスの繁栄と画罠回

家の拡大

④アジア諾回の変れと日本

の開回

⑤帝国主義の発展

第2部 界と日本

の政治み加,世界恐慌や

第二次世界大戦の暴開

などを基に,国際協調体

制の動播・崩壊,戦後の

回際秩序と日本の国際社

会への復帰を理解する。

危機,第二次世昼大戦,

戦後世界の形成などに考
日して,主題を設定Ⅲ両

大戦関の歴史について多

歯的・多角的に考察し,表

現するけ

を活用し, を。第一次世 大・第一 世
'界大戦・大

追究したり解決したりする

活動に主体的に取り級むぅ

国際秩序の変化や

衆化と私たち

①第一次世界六戦と大衆

社会

②・経済危機と第二次世界

大戦      :
③第二次世界大戦の戦後

処理沖新たな国際秩序

の形成

追究したり解決したりする

活動に主体的に取り組む。

を活用し, を

の拡散の背景と影響なr
に着日して,主題を設定

し,日本とその他o国の勲

向を比較したりして,回 h【

政治の特徴と日本の役

割。堀代の諸課題などを

多面的・多角的に考案し,

表現する。

展開,地・冷戦の展開,日

輿と高度経済成長,石油

危機などを基に,グローパ

リゼーシヨンを理解する。

・現代の世界および現代

の日ホがかかえる緒課題

について,歴史的経緯を

踏まえて理解する。

本の復
第3幸 グローパル化と私たち

①寿戦と脱植民地花
r第二

世界の合頭

②国際秩序の変容と21世

紀の世界

③現代の課題

いて自ら課題を設定する

技能を身に付ける!これま

での歴史総合の学習を踏

まえて,現代的な諸課題

について理解する。

果や影響なrに岩日し,

日本とその他の回や地尊

を比攻したり,相互に関連

付けたりして,主題につい

て考察し,表現する。

用し, をの背景や原因, 縮自らの 味・閥戯

迫究したり解決したりする

活動に主体的に取り組む。

備考



今和 7年度 口山県立倉敷天城高等学校 理教科 1年 シラバス

教科名 科目名 (校内名称) 単位数 教 材

地理歴史科 歴史総合 (歴史総合) 2 教科書 :高等学校 歴史総合[第一学習社]

学習の

ねらい

(1)近現代の歴史の変化に関わる常事象について,世界とその中の日本を広く相互的な視野から捉え,現代白9

な諸課題の形成に関わる近現代の歴史を理解するとともに,諸資料から歴史に関する様 な々情報を通切かつ

効果的に調べまとめる技能を身に付けるようにする。

(2)近現代の歴史の変化に関わる事象の意味や意義,特色などを,時期や年代,推移,Lヒ較,相互の関連や現

在とのつながりなどに若日して,概念などを活用して多面的。多角的に考察したり,歴史に見られる課題を把

握し解決を視野に入れて構想したりする力や,考察,構督したことを効果的に説明したり,それらを基に議論し

たりする力を基う。

(3)近現代の歴史の変化に関わる諸事象について,よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に追究,解決し

ようとする饉度を養うとともに,多面的,多角的な考察や深い理解を通して涵基される日本国民としての自党,

我が国の歴史に対する愛惜,他国や他国の文化を尊重することの大切さについての自覚などを深める。

投業形態

ア ドバイス

など

クラス単位での一斉投業になります。

1時間の投業で,教科書 2ページ分くらいを追みます。予習としては,雖ず教科書を読んでおいてくだ
さい。投業は教科書を自分で読んでいるという前提で進めていきます。歴史総合という科日は,世界鬼
的な部分と日本史的な部分とで構成されていいます。世界史的な部分は,中学校でlよあまり学習してい

ないので, しっかりと予習して投業に臨んでください。

評価の観点 知識・技能 1   思考・判断・表現    ! 主体的に学習に取り組む題皮

評
価
の
基
本
的
な
考
え
方

矢口識 :近現代の歴史の変化に関わ

る諸事象について、世界とその中

の日本を広く相互的な視野から捉

え、現代的な諸課題の形成に関わ

る近現代の歴史を理解する。

技能 :諸資料か ら歴史に関する

様々な情報を通切かつ効果的に調

べまとめる技能を身に付けるよう

にする。

単現代の歴史の変化に関わる事象

め意味や意義、特色などを、時期

|や年代、推移、比軟、相互の関連や

現在とのつながりなどに若日し

|て、概念などを活用して多面的・

レ角的に考察したり、歴史に見ら

れ る課題を把握し解決を視野に入

れて構想したりする力や、考察、

梓想したことを効果的に説明した

Iり 、それらを基に議論したりする

|力 を基う。

地現代の歴史の変化に関わな諸事

I象にうぃて、よりよい社会の実現

|を視野に課題を主体的に追究、解

1決 しようとする態度を基うととも

|に、多面的・多角的な考察や深い

解解を通して瀬姿される日本国民

|と しての自覚、我が国の歴史に対

|す る愛情、他国や他国の文化を尊

I重することの大切さについての自

1党などを深める。

育てたい生徒像

(資賞・能力)
との関連

平和で民主的な国家及び社会の

有為な形成者に捲要な公民とし

ての重要な資質 i能カ

社会的な諸事象を歴史的な見方・

考え方に基づいて追究する力。

近現代の歴史の諸事象を主体的・

多角的に理解しようとし,多様な

文化を尊重する力。

主な

評価方法

定期考査

課題

観察

ペアワーク

ノートやレポートの記述

投業中の発言

課題の取組状況

生徒の自己評価と相互喜V´価

考査期

題

定

課

レポート

発表



に学習に取り組む越度思考・判断・表現知識・技能
学期

に見られる譜事象と歴史

との関連,及び遺物,文

書,図像などの資料に基

づぃて歴史が欲述されて

いることを理解する。

私たちの生活や身近な地

域に見られる諸事象と歴

史との関連性と,資料から

統み取つた情報の意味や

意義,特色などを考塞し,

表現する。

資料を活用し,課 を私たちの な地域など

追及したり解決したりする

活動に主体的に取り組む。

第 1部歴史の扉

①歴史と私たち

②歴史の特質と資料

治み加,教育・移民などに

関する資料から情報を読

み取ったりまとめたりする

技能を身に付ける。

・産業革命と技術率新,日

本の開国・立廊体制,帝

国主義政策など守理解す

る。

国と欧米諸国の関係に岩 1追究したり解決したりする

日して,主麗を言父定し,考

案し,表現する。

・欧米諸回の産業革命・

近代国家の形成・帝回主

義政策などに着日して,

主題をお史定し,考察し,表

現する。

活動に主体的に取り組む。

,経済の 展,国 民の政 を活用し を
`18～ 19第2部 近現代の世界と日本

第 I幸 近代化と私たち

①IB世紀のアジアの繁来

②産業革命とす罠革命

◎イギリスの繁栄と国民国

家の拡大

④アジア曽回の変続と日本
の開回
⑤帝回主義の発展

の政治参加,世界恐慌や

第■次世界大戦の展開

などを基に,国際協調体

制の動播・崩壊,戦後の

白際秩序と日本の国際社

会への復l帰を理解する。

危積,第二次世界大戦,

戦後世界の形成などに若

日して,主亀を設定し,両

大戦間の歴史について多

面的・多角的に考察し,表

現する。

料を活用し, を一次世界

追究したり解決したりする

活動に主体的に取り組む。

。大

衆化と私たち

①第一次世界大戦と大衆

社会

②・経済危機と第■次世界
大戦   :
③第二次世界大戦の戦後

処理滓新たな国際秩序

の形成

2幸 化や大

追究したり解決したりする

活動に主体的に取り組む。

を活用し,

輿と高度経済成長,石油

危機などを基に,グローパ

リゼ‐シヨンを理解する。

・現代の世界および現代

の日本がかかえる諸課題

について,歴史的経緯を

踏まえて理解する。

・冷戦の展開,地域紛争

の拡散の背景と影響など

に着日して,主題を設定

し,日本とその他の国の動

向を比較したりして,国際

政治の特徴と日本の役

割'現代の譜課題などを

多面的・多角的に考察し,

の展開,日 の

る。

第3幸 グローパル化と私たち

①浴戦と脱植民地化・第二

世界の合頭

②国際秩序の変容と21世

紀の世界

③現代の課題

いて自ら操還を設定す|
技能を身に付ける。1枠ま

での庭鬼総合の学習を踏

まえて,現代的な諸課題

について理解するこ

果や影響などに若日し,

日本とその他の回や地域

を比較したり,相互に関連

付けたりして,主題につい

て考察し,表現する。

自らの ・関耐に基 活用し,課題を象の背景や原因i結

追究したり解決したりする

活動に主体的に取り組む。

備考


